
出前講座

発 行 ： 国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 仙台南部流域治水出張所

発行日 ： 令和６年１月２９日

〒989-2441 岩沼市館下１丁目２番９号 ☎0223-22-2801 FAX:0223-22-2802

あぶたんつうしん
鬼は外♪

福は内♪

だっちゃ♪

～阿武隈川の水害の歴史を知って命を守ろう ～

12月19日（火） 逢隈小学校６年生１１０人は、仙台河川国道事務所の出前講座で、

阿武隈川と自分たちの住むまちの水害について、そして流域治水について学びました。

学校の窓から阿武隈大堰を臨む

年間に降る雨の量は、昭和の時代から変わらないけど、一気に

大雨が降ることが多くなって来た。防ぐ・減らす・逃げる
を皆で考えよう！川の上流の人も下流の人も、皆で力を合わせて、なん

とか水を治めて命を守ろう！！これが流域治水なのです。

自分の身を守るには？大切な人の命を守るには？

最善策を事前に考えておこう！

○洪水の時、自宅は？学校は？

どのくらい浸水する？事前に危険性を確認しておこう！

○避難を判断するために必要な情報の集め方を身につけよう！

○家族と避難場所や行動を事前に話し合おう！

流域治水って何？

地球温暖化 ➡ 大雨・洪水が増加！？

逢隈小山付近が決壊！阿武隈川の堤防付近は最大

５ｍ、逢隈小学校付近は最大３ｍの洪水の恐れ！

出前講座風景

令和６年１月１日石川県で、M7.6、最大震度7の巨大地震が起き『令和６年能登半島地震』

と名づけられました。地震による津波や火災、家屋の倒壊で多くの尊い命が亡くなり、被災さ

れた方々も今だ続く余震の中、今後の生活の不安を抱えて大変な思いをされています。

亡くなられた皆さまのご冥福をお祈り申し上げるとともに、被災された皆さまに少しでも早く

安心出来る日常が戻ることをお祈り申し上げます。

日本は災害大国、どこに住んでいても災害の危険性があります。自分の住む町の災害の歴史を

知り、災害に備えて命を守る行動をとるためにどうしたら良いのかを事前に考える。被災した経

験の無い児童たちにとって、この逢隈小学校の取り組みは、とても重要な取り組みだっちゃね。

児童が書いたノート

児童たちは1年を通し防災教育の中で｢命を守る行動をとるために｣どうすべきかを学んでいます。

きっかけは、東日本大震災の記憶の風化。3年前から逢隈小学校では、自分のそして家族の命を
守る防災の話しを、いろいろな方面の先生から学んでいるそうです。

洪水！？＝亘理中学校へ避難！！



押分排水機場

分派水門

お知らせだっちゃ

★１月２９日（月）～２月８日(木)
押分排水機場の排水ポンプ確認・点検を行います

上記期間中、五間堀川の水位(志引橋地点)が最大1m程度上昇

します。また、五間堀川の水位上昇区間で接続している境堀、丸沼

堀、内矢来堀、外矢来堀の水位も五間堀川に合わせて上昇します。

この動作確認・点検は毎年1回この時期に実施しており、操作員

による運転手順の確認を行うとともに点検を実施して、岩沼市民の

皆様が安心して生活していただけるように実施するものです。

ご理解とご協力をお願いいたします。

志引橋

冬、阿武隈大堰は、メンテナンスの季節

昭和５７年（１９８２年）４月の完成以来、阿武隈川の安定した水の流れの確保と、かんがい用水、

工業用水等の安定供給の役割を担っている阿武隈大堰。完成から今年で４２年。これからもずっと阿武

隈大堰が地域の安全安心を守り続けるために、毎年、雨の少ない冬の時期（１１月～３月）にメンテナ

ンス工事を行っています。水を堰き止める為の巨大な１０個のゲートを毎年１ゲートずつ、今年度は、

第５ゲートを工事中です。極寒の中で工事を行ってくださっている皆さま、いつも本当にありがとうご

ざいます。この巨大な阿武隈大堰をスムーズにそして安全に動かすために、毎月の点検やメンテナンス

など、たくさんの人の知恵や力が結集されています。

問 国土交通省 仙台河川国道事務所 防災課 (☎022-248-0064)


